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　第１部

　Tiber Septimによる支配の以前には、Tamriel全土は混沌の中に在った。その絶えざる不安の時代を、詩人Tracizisは「血と毒に満ちる昼と夜」と呼んだ。独裁を敷いていた、取るに足らない多数の諸王は、大地に秩序を与えようとするTiberの試みに対抗して戦った。しかし、彼らの組織は自身の放縦の故に乱れており、Septimの強大なる腕は力ずくでTamrielに平和を齎した。第２時代８９６年のことであった。翌年、皇帝は新時代の幕あけを宣言して、こうして、第３時代は、〈零の年〉〔Year Aught〕は始まった。
　３８年間、皇帝Tiberの統治は至上のものであった。それは、奴隷から君主まで誰もが正義を知っている、秩序と敬神に満ちた栄光の時代であった。Tiberの死に際して、あたかもTamrielの大地それ自体が泣き濡れているかのように、２週間ずっと、雨が降り続いたものである。
　その皇帝の孫であるPelagiusが帝位に就いた。その治世は短かったけれど、父と同じく彼は強力かつ断固であり、そして、Tamrielは引き続いて黄金時代を謳歌することが可能であった。ああ、悲しいこと。Septim家の知られざる敵が、あの呪わしい殺人組織Dark Brotherhoodを雇い入れて、帝都の〈一者の寺院〉〔Temple of the One〕にて祈祷のために跪いている皇帝Pelagius１世を殺害してしまった。Pelagius１世の在位期間は３年間にも満たなかった。
　Pelagiusの子供に生き残っている者は居なかったので、帝冠は彼の最も近い従姉妹、Tiber の兄弟であるAgnorithの娘に受け継がれることになった。Silvenarの前女王であるKintyraは、Kintyra１世として帝位に就いた。その治世は繁栄と豊作に恵まれており、彼女自身は美術・音楽・舞踏の熱心なパトロンであった。
　Kintyraの死後に帝冠を継いだ息子は、皇帝の名前であるUrielを初めて用いた最初のTamriel皇帝である。Uriel１世はSeptim皇朝の中でも優れた立法者であり、独立した協会とギルドの設立を促進した。彼の慈悲ぶかいが堅固たる手の下で、戦士ギルドと魔術師ギルドはTamriel全土に著しく増えていった。彼の息子にして後継者であるUriel２世は、第３時代６４年のUriel１世の死から第３時代８２年のPelagius２世の継承まで、１８年間の統治を務めた。悲劇的にも、Uriel２世の治世は虫害・疫病・暴動に呪われていた。父親から受け継いだ線の細さは、あまりTamrielのためになるものではなく正義は殆ど果たされなかった。

　Pelagius２世が父親から引き継いだものは、帝位のみならず、〔治世の〕後期に於ける金融上かつ司法上の乏しい処理能力に起因する負債でもあった。PelagiusはElder Councilの全員を解散させると、喜んで大量の金額を支払う人々に対してのみ彼らの再任を許した。彼は同様の振る舞いを自身の家臣とTamrielの諸王の間で推進して、その１７年間の治世の終わりまでには、Tamrielに繁栄が戻ることになった。しかしながら、彼に対する批判者の示唆するように、知恵を持っているが金を持っていない助言者は誰しも、Pelagiusによって即座に追放されてしまった。これは、彼の息子であるAntiochusが代わって皇帝になった折に直面することになった、その問題の幾らかを引き起こすものであったかも知れない。
　Antiochusは、確かに、大抵は質素であるSeptim家の中でも極めて派手ごのみの成員の１人であった。大勢の情婦と、それに近い数の妻を囲って、その着物の素晴らしさと上機嫌でもって知られていた。不幸にも彼の治世では内乱が蔓延して、それは祖父Uriel２世の頃のものさえも凌ぐほどであった。Antiochusが帝位に着いた１２年後の第３時代１１０年の〈島の戦〉〔War of the Isle〕は、Tamriel〔帝国〕からSummurset Isle州を殆ど奪いそうになるものであった。Summursetの諸王とAntiochusの団結した同盟は、異常な嵐のお陰でもって、島王国Pyandoneaの国王Orghumを何とかして打ち破るのみであった。伝承の信じるところによれば、その大嵐の背後には、魔術を用いるArtaeum島のPsijic結社が存在していた。
　父親のAntiochusの帝位を相続したKintyra２世の物語は、確かに、帝国の歴史の中でも極めて悲哀に満ちた物語の１つである。彼女の最も近い従兄弟である、Solitude女王Potemaの息子であるUrielは、治世中の帝都に於ける彼女の父親の破廉恥なる退廃について仄めかしながら、Kintyraが私生児であることを告発した。この告発が彼女への戴冠を阻止することに失敗すると、UrielはHigh Rock・Skyrim・Morrowindに於ける幾らかの不満分子の諸王からの援助を買収して、Potema女王の助力を得て、Septim帝国に対する３度の攻撃を取り纏めた。
　第１の攻撃は、High RockとHammerfellを分断するIliac湾の地域にて勃発した。Kintyraの側近は大敗を喫して、その女帝は虜囚の身になった。Kintyra２世は、２年間、GlenpointあるいはGlenmorilの何処かに在ると考えられている帝国の監獄にて惨めな生活を送った後に、自身の独房にて謎めいた状況の下で殺害された。第２の攻撃は、沿岸に位置するMorrowindの島々に沿った、一連の帝国の駐屯地に対して為された。女帝の配偶者であるKontin Arynxは、それらの要塞の防備に当たって戦死した。第３にして最後の攻撃は、Elder Councilが東方のHigh Rockと西方のMorrowindを攻撃するために軍隊を分割した後に勃発した、帝都それ自体に対する包囲攻撃である。弱体化していた政府はUrielによる毅然とした侵攻に対して殆ど防備を持っておらず、僅か２週間の抵抗の後に降伏することになった。その同日の夜にUrielは帝位に就くと、自身はTamriel皇帝Uriel３世であると宣言した。第３時代１２１年のことであった。こうして〈赤金剛石の戦〉〔War of the Red Diamond〕は始まり、それについては、このシリーズの第２巻に於いて述べられる。
　第２部
　第１巻に於いて、Septim皇朝の最初の８人の皇帝に関して手短に述べられた。そして、栄光あるTiber Septimから始まり、４親等を隔てた彼の兄弟の孫娘であるKintyra２世にて終えられた。Glenpointに於いて捕縛されていたKintyraの殺害は、ある人々にとっては、Septim帝室の純粋なる血統の途絶であるように思われた。確かに、そのことは、ある重大なる事柄の終わりを表しているものである。
　Uriel３世は、自身をTamriel皇帝としてのみならず、あの高名なる姓を肩書として取って、Uriel Septim３世としてもまた宣言した。実際には、彼の姓は、父方の血筋に由来するMantiarcoであった。やがて彼は退位させられて、その犯した罪状は罵詈雑言の対象になった。しかし、Tamriel皇帝の肩書としてSeptimという名前を取るという伝統は、彼と共に死ぬものではなかった。
　６年間に亘る〈赤金剛石の戦〉（この名前は、Septim家の名高い記章から取られた）は帝国を引き裂いてしまった。闘士たちは、Pelagius２世の生き残っていた３人の子供たち――PotemaとCephorusとMagnus――、そして、彼らの多様なる子孫たちであった。もちろん、Potemaは息子のUriel３世に助力を与えて、Skyrim全土とMorrowind北部の援助を纏め上げた。しかしながら、CephorusとMagnusの努力によって、High Rock州は彼女たちを裏切った。Hammerfell、Summurset Isle、Valenwood、Elsweyr、Black Marshの諸州は義理と人情の板ばさみに陥ったが、しかし、ほとんどの諸王はCephorusとMagnusに手を貸した。
　第３時代１２７年、Hammerfell のIchidag の戦に於いて、Uriel３世は虜囚となった。Uriel３世を帝都に移送しようとしていたところ、暴徒が監獄がわりの馬車を襲撃して、その車中に於いて彼は生きながらに焼け死ぬことになった。彼を捕縛した叔父は引き続いて帝都へと進んでいくと、大勢の賞賛を受けてTamriel皇帝Cephorus１世として公式に認められた。
　Cephorusの治世は、戦乱の他には、何物によっても特徴づけられるものではなかった。如何なる報告によっても、彼は親切心と知性に溢れる男であった。しかし、Tamrielの必要としていたものは偉大なる戦士であった。そして、幸運にも、彼は、そのような人間であった。妹のPotemaを打ち破るために、絶え間なく戦の続く更なる１０年間が必要とされた。いわゆるSolitudeの狼女王は、彼女の都市国家に対する包囲攻撃に於いて１３７年に世を去った。Cephorusは、その妹の死から僅か３年後に世を去った。戦乱の年月の中に在って彼には妻を娶る暇は決して無かったので、Pelagius２世の第４子である彼の弟が帝位を継ぐことになった。
　Magnus帝は帝冠を引き継いだ時点で既に老齢に達しており、〈赤金剛石の戦〉に於いて背信した諸王を罰するという仕事は彼の余力を大きく吸い取るものであった。伝承の訴えるところによれば、Magnusの息子にして後継者であるPelagius３世が彼の父親を殺害した。しかし、それは極めて可能性の低い事柄のようである。何故なら、Pelagius はPotemaの死後にSolitude国王となって滅多に帝都に足を運ぶことは無かった、そのことの他には理由は存在しないからである。
　ときどき〈狂えるPelagius〉〔Pelagius the Mad〕と呼ばれるPelagius３世は、第３時代の１４５年に皇帝として公式に認められた。その殆ど最初から、彼の狂態は宮廷内の耳目を集めるものであった。彼は高官を当惑させたり家臣の諸王を不快がらせたりして、ある時には、帝国主催の大舞踏会の席上に於いて首つり自殺を試みようとして、その大舞踏会を駄目にしてしまった。長らく苦労を重ねてきた彼の妻に対して遂にTamriel摂政の位が授与されると、Pelagius３世は、第３時代１５３年に３４歳で死ぬまで一連の療養施設と精神病院に送られることになった。
　そのTamrielの皇后摂政は、彼女の夫の死に際して、女帝Katariah１世として公式に認められた。Kintyra２世の死をSeptimの血統の途絶として捉えていなかった幾らかの者たちは、このDark Elfの女性による支配を、その血統の衰退の真なる印であると考えた。他方、彼女の擁護者たちは、KatariahはTiberの子孫ではないけれど、彼女がPelagiusとの間に身ごもった息子はそうであるのだから、帝国の鎖は続いているのであると主張した。人種差別主義者の唱える反対にも関わらず、Katariahによる４６年間の治世は、Tamrielの歴史に於いて最も祝福されたものの１つであった。帝都の居心地は悪いため、Tiberの頃から考えて今までの如何なる皇帝以上にも、Katariahは広範囲に亘って帝国中を巡幸した。先代皇帝の損なわれた同盟と駄目になった外交によって作り出された損害を、彼女は大いに修復した。Tamrielの民衆は、貴族たちが彼女を愛するよりも、更に遥かに、彼らの女帝を愛するようになっていった。Black Marshに於ける小規模の小競り合いの中でのKatariahの死は、陰謀ずきの歴史家が特に好む題材である。例えば、特権を剥奪されたSeptim家の分家が例の小競り合いに関与していたという賢者Montaliusの発見は、まさしく新発見というものであった。
　Cassynderが母の死に際して帝位を継いだ時には、彼は既に中年に達していた。Elfの血は半分に過ぎなかったので、彼はBretonのように齢を重ねていた。実際のところ、病弱の故に、彼は異父兄弟のUrielにWayrestの統治を委ねていた。それにも関わらず、唯一のPelagiusの血縁（従ってTiberの血縁）として、彼は帝位を受け入れるように強要された。誰も驚く者は無かったことに、Cassynder帝の治世は長くは続かなかった。２年の内に、彼は先祖たちと肩を並べて永眠するに至った。
　Cassynderの異父兄弟であり、Katariah１世と当該女帝の配偶者Gallivere Lariat（Pelagius３世の死後）の子供であるUriel Lariatは、Uriel４世として、Wayrest王国の統治から離れた。法的には、Uriel４世はSeptimの一員であった。彼がWayrest国王となった時に、Cassynderは彼を養子として王族に加えたからである。それにも関わらず、議会とTamrielの民衆にとって、彼はKatariahの私生児であった。Urielは母のような躍動性を持っておらず、彼の４３年間という長年の治世は反乱の温床であった。
　Uriel４世に関する物語は、このシリーズの第３巻に於いて語られる。

　第３部

　このシリーズの第１巻に於いて、Tiber１世からKintyra２世まで、最初の８人の皇帝によるSeptim皇朝の継承に関する物語について手短に述べられた。第２巻に於いて、〈赤金剛石の戦〉と、Uriel３世からCassynder１世まで、その戦乱に後続する６人の皇帝について述べられた。その巻の終わりに於いて、如何にしてCassynder帝の異父兄弟であるUriel４世がTamriel帝国の帝位を継承したのかについて述べられた。
　Uriel４世が生まれつきSeptimの一員ではなかったことを思い出して欲しい。彼の母は、長年に亘って女帝として統治していたけれど、真なるSeptimの皇帝であるPelagius３世と結婚した１人のDark Elfであった。Urielの父は、実際には、Pelagius の死後に於けるKatariah１世の配偶者である、Gallivere Lariatという名前のBretonの貴族であった。帝位を継ぐ前にCassynder１世はWayrest王国を統治していたが、虚弱のために引退を余儀なくされた。Cassynderは子供を持っていなかったので、異父兄弟のUrielを法的に養子として当該王国から身を退けた。７年後、母の死に際して、Cassynderは帝国を継承した。それから３年後、Urielは、もう一度、自分がCassynderからの継承を受け取る者であることに気づかされた。
　Uriel４世の治世は長年に亘る困難なるものであった。法的には養子としてSeptim家の一員であるにも関わらず、Lariat家が高い身分――実のところ、Septim家の縁戚であった――であるにも関わらず、Elder Councilの殆どの者たちは、Tiberの血筋を受け継ぐ子孫として彼を充分に受け入れるようには説得されなかった。Katariah１世の長い治世とCassynder１世の短い治世を通じて議会は多大の責務を引き受けてきたのであり、Uriel４世のような意志堅固の“余所者”の君主によって、その議員たちの揺ぎ無い忠誠を支配することの不可能であることが見出されたのである。繰り返し議会と皇帝は不和に陥ったが、繰り返し議会が戦に勝利を収めることになった。Pelagius２世の頃からElder Councilは帝国中の大富豪の男女から構成されており、彼らの振るう力は決定的なるものであったのだ。
　Uriel４世に対する議会の最後の勝利は、その彼の死後に得られたものであった。Uriel４世の息子であるAndorakは議会の投票によって継承権を奪われて、そして、Septimの元々の血筋に更に近い１人の従兄弟がCephorus２世として第３時代２６８年に公式に認められた。Cephorus２世による最初の９年間の治世の間、Andorakに忠義を立てる者たちは帝国軍と交戦した。High Rock のShornhelm王国をAndorakに与えるという、賢者Eraintineが「もはやTiber Septimの心臓は鼓動を刻んでいない」と称する振る舞いによって、議会は戦争を終結させた。そして、現在でも、Andorakの子孫が当地を統治している。
　概して、AndorakよりもCephorus２世の注意を要する仇敵が存在していた。Eraintineの言葉を借りれば「暗黒の悪夢から姿を現して」、〈Camoranの簒奪者〉〔Camoran Usurper〕と名乗る男がDaedraと不死なる戦士の軍団を率いて、Valenwoodを蹂躙しながら次々と王国を征服していったのである。殆どの者たちは彼の猛攻に耐えられなかったが、その第３時代２４９年の月が血塗られたものになっていく中で、更に少数になった者たちでさえも抵抗を試みていた。〈簒奪者〉の北進を食い止めるためにCephorus２世は矢継ぎ早にHammerfellへと傭兵を派遣していったが、彼らは買収されるか、虐殺されてアン・デッドとして蘇らされてしまった。

〈Camoranの簒奪者〉に関する物語は、それ自体、１冊の書物に値するものである。（詳細を知りたい読者には、Palaux Illthreの手になる『簒奪者の陥落』〔The Fall of the Usurper〕を得ることを薦めたい。）しかしながら、簡潔に言って、皇帝の努力にも関わらず、〈簒奪者〉の軍団の撃破は殆ど功を奏しなかった。結果は、極めて局地的である勝利と、表面上は無能である帝国に対する反感の増大であった。
　Cephorus２世の息子にして後継者であるUriel５世は、帝国の潜在能力に対する評価を翻させた。国内の不和からTamrielの民衆の注意を逸らすために、第３時代２６８年に帝位に就いた殆ど直後から、Uriel５世は一連の侵攻に着手した。２７１年にRoscreaを、２７６年にCathnoqueyを、２７９年にYnesleaを、２８４年にEsronietを、Uriel５世は征服していった。第３時代２８８年には、彼は極めて野心的なる計画に着手した。Akavir大陸の王国に対する侵攻である。その２年後にAkavirのIonithの戦場に於いてUriel５世が殺害されて、これは完全に失敗であることが分かった。それにも関わらず、Tamriel帝国の偉大なる２人の戦士皇帝の内の１人として、Uriel５世はTiberに次いで名声を集めている。
　Uriel５世の幼い息子から始まる最後の４人の皇帝に関しては、このシリーズの第４番目にして最後の巻に於いて述べられる。
　第４部

　このシリーズの第１巻に於いて、Tiber１世に始まる、Septim皇朝の最初の８人の皇帝に関して手短に述べられた。第２巻に於いて、〈赤金剛石の戦〉と後続する６人の皇帝に関して述べられた。第３巻に於いて、後代の３人の皇帝――欲求不満のUriel４世、無力のCephorus２世、英雄的なるUriel５世――の紛争に関して述べられた。
　海を越えて遠く離れた敵国のAkavirに於いてUriel５世が死去した時には、Uriel６世は僅かに５歳であった。実際には、父親がAkavirへと出発する少し前にUriel６世は産まれていた。その他のUriel５世の子孫は、貴賎相婚〔※１〕による双子のMorihathaとEloisaのみであり、彼らはUriel５世の出発の１ヶ月後に産まれていた。第３時代２９０年、Uriel６世は帝冠を戴いた。皇后Thonicaは、その少年の母親として、Uriel６世が成年に達するまで、制限つきの摂政職権を与えられた。Katariah１世の当時以来、Elder Councilは実権を保持することになった。
　Elder Councilが諸法を発布すること（そして、利益を産み出すこと）の無制限かつ絶大なる自由を大いに楽しむことによって、すでに２２歳であった３０７年の当時まで、Uriel６世には充分なる支配権は与えられていなかった。彼は長年を掛けて責任ある地位に少しずつ就いていったけれど、議会も、制限つきの摂政職権でさえ楽しんでいた彼の母親も、その手綱の引き渡しを渋った。Uriel６世が〔成年に達して〕帝位に就く時までには、政治機構は、皇帝拒否権を除いて、彼に殆ど権力を与えないものになっていた。

　しかしながら、この権力を彼は何時でも活発に行使した。３１３年までには、自分こそ本当のTamrielの支配者であるという確信を、彼は鼻に掛けるようになっていた。今は無きスパイ網と衛兵部隊を利用して、Elder Councilの手ごわい成員たちを脅迫・抑圧していたのである。異母兄弟の妹であるMorihathaは、とりわけWinterhold男爵のUlfe Gersenとの婚姻によって相当の財産と勢力を得てからは、（驚くには当たらないが）彼の忠実なる味方であった。賢者Ugaridgeの述べたように、「Uriel５世はEsronietを征服したが、Uriel６世はElder Councilを征服した」のである。
　落馬したUriel６世の蘇生が帝国の最上の治療師によっても不可能であることになって、彼の愛する妹であるMorihathaが帝冠を受け継ぐことになった。２５歳の当時の彼女は、（その利己心は明白であるけれど）Tamriel全土の内でも一等に美しい女性の外交家であると称された。彼女は、確かに、学識に富んだ、明朗快活である、極めて熟練した政治家であった。彼女はSkyrimの大魔術師を帝都に招聘すると、Tiber Septimの時代以来、第２番目の帝室つき戦闘魔術師とした。
　Morihathaは兄の着手した事業を完了させて、帝国領土の真なる支配者を女帝（後には、皇帝）とした。しかしながら、帝国領土の外では、帝国は緩やかに崩壊に向かいつつあった。祖父のCephorus２世の時代から、関心の払われないままに、あけすけな革命や内乱が荒れ狂ってきていたのである。注意ぶかく反撃の手筈を調えながら、力の出し過ぎを常に避けつつ、反旗を翻した家臣たちが〔帝国の側に〕戻るようにMorihathaは少しずつ呼びかけていった。
　Morihathaの軍事行動は著しい成功を収めたけれど、その故意による〔緩やかな〕ペースは、しばしば議会を苛立たせるものだった。Thoricles RomusというColovian〔Cyrodiilの西部〕での名前を持っていたArgonianの一議員が、情勢不安の故郷のBlack Marshへの派兵をMorihathaが拒否したことに激怒して、第３時代３３９年、彼女の命を奪うために暗殺者を雇い入れた、そのように一般に信じられている。最後まで無実を訴えていたけれど、Romusは略式裁判に掛けられて処刑された。
　Morihathaの子供に生き残っていた者は居らず、その４年前にEloisaは熱病によって世を去っていた。そのため、２５歳になるEloisaの息子であるPelagiusが、Pelagius４世として帝冠を戴いた。Pelagius４世は叔母の仕事を続けて、帝国内の扱い難い急進派である諸々の王国・公国・男爵領を自身の翼の下に少しずつ引き戻していった。その試みに際して、Morihathaのような落ち着き在る用意周到なるペースを取ったけれど、ああ、悲しいこと、Pelagius４世は彼女のような成功を成し遂げられなかった。諸々の王国は極めて長らく束縛から自由であったので、その慈悲ぶかい帝国の態度でさえも憎むべきものとして捉えられたのである。それでも、その４９年間の驚くべき治世の後にPelagiusが亡くなった時には、Uriel１世の当時以来に比べて、Tamrielは統一に近づいていたものである。
　Pelagius４世の息子である、我々の現在の皇帝、畏怖するべき苛烈なる陛下であるUriel Septim７世は、１親等を隔てた叔母であるMorihathaの勤勉と、１親等を隔てた叔父であるUriel６世の政治手腕と、２親等を隔てた叔父であるUriel５世の武勇を具えている。２１年間に亘って、彼は統治を通じて正義と秩序をTamrielに齎してきた。しかしながら、第３時代３８９年、配下の戦闘魔術師であるJagar Tharnが彼を裏切った。
　Tharnの創り出した次元にUriel７世は囚われの身となって、Tharnは幻影魔法を用いて皇帝に変装した。それから１０年間、Tharnは皇帝特権を悪用したけれど、しかし、〔反帝国の諸国に対する〕再征服というUriel７世の計画を続けることは無かった。その、自身の君主として振る舞っていた１０年間に於いて、Tharnの目的および私的に成し遂げられた事柄が何であったのかは、それは未だに充分には分かっていない。第３時代３９９年、１人の謎めいた勇者が、その戦闘魔術師を帝国宮廷の地下牢にて打ち倒して、異次元の監獄に囚われていたUriel７世を救い出した。
　その解放以来、Uriel Septim７世は、Tamrielの再統一に繋がるだろう諸々の戦を再開するために勤勉に働いている。Tharnの妨害が威勢を殺いだこと、これは事実である。しかし、それ以来の年月は、Tiber Septimの統治によってTamrielが栄光に満ちていた、あの黄金時代が再来するという希望の存在することを証明するものであったのだ。
訳注

　※１　貴族の男と平民の女による婚姻。位階・財産は妻子に継承されない。

